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お も な 内 容

毎
年
七
月
に
開
催
さ
れ
て
い
る
「
名
寄
市
小
中
学
校
い

じ
め
防
止
サ
ミ
ッ
ト
」
に
生
徒
会
役
員
等
が
参
加
し
、
生

徒
に
よ
る
い
じ
め
の
根
絶
に
向
け
た
自
主
的
な
活
動
の
活

性
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
か
ら
は
、
市
内
二
校
の

高
校
生
も
サ
ミ
ッ
ト
に
参
加
す
る
予
定
で
、
連
携
が
深
ま

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
（
名
寄
市
立
風
連
中
学
校
）
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懐
か
し
さ
と
不
安
の
間
で

上
川
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー

所

長

奥

山

ゆ
み
子

生
ま
れ
て
此
の
方
、
ど
れ
だ
け
多
く
の
人
達

と
の
出
会
い
と
別
れ
を
繰
り
返
し
て
き
た
の

か
、
私
は
折
り
に
触
れ
て
思
い
出
す
人
が
い
ま

す
。小

学
一
年
、
二
年
と
担
任
を
し
て
く
れ
た
先

生
の
こ
と
。

子
ど
も
心
に
、
お
兄
さ
ん
と
い
う
よ
り
は
少

し
年
上
の
若
い
お
父
さ
ん
と
い
う
印
象
が
残
っ

て
い
ま
す
。
い
つ
も
穏
や
か
で
、
優
し
く
丁
寧

に
接
し
て
く
れ
る
先
生
の
こ
と
が
み
ん
な
は
大

好
き
で
し
た
。
先
生
が
教
科
書
で
は
な
い「
本
」

を
持
っ
て
教
室
に
入
っ
て
く
る
と
、
胸
が
わ
く

わ
く
し
た
も
の
で
す
。
お
話
の
登
場
人
物
に
な

り
き
っ
て
読
ん
で
く
れ
る
の
が
と
っ
て
も
上
手

で
、
今
か
今
か
と
待
っ
て
い
た
の
を
覚
え
て
い

ま
す
。
学
校
へ
行
く
の
が
楽
し
み
で
し
た
。

中
学
二
年
の
時
、
新
採
用
の
女
性
の
先
生
が

や
っ
て
来
ま
し
た
。
専
門
の
国
語
以
外
に
家
庭

科
も
体
育
も
担
当
し
て
、
大
変
御
苦
労
だ
っ
た

ろ
う
な
と
今
だ
か
ら
思
え
ま
す
。
そ
の
先
生

は
、
私
が
中
学
三
年
の
時
、『
風
と
共
に
去
り

ぬ
』
の
上
巻
、
下
巻
を
「
こ
れ
読
ん
で
み
な

い
？
」
と
言
っ
て
手
渡
し
て
く
れ
ま
し
た
。
も

う
嬉
し
く
て
、
食
事
や
睡
眠
の
時
間
さ
え
も
ど

か
し
く
、
数
日
で
読
み
終
え
ま
し
た
。
読
後

は
、
そ
れ
ま
で
の
短
い
人
生
に
お
い
て
、
世
界

観
や
人
生
観
が
が
ら
っ
と
変
わ
る
よ
う
な
感
覚

が
あ
り
ま
し
た
。

高
校
三
年
の
時
、
父
の
転
勤
の
た
め
に
、
い

や
い
や
転
校
し
ま
し
た
。
進
路
に
悩
み
、
好
き

な
音
楽
を
勉
強
し
た
い
と
相
談
に
の
っ
て
く
れ

た
当
時
の
音
楽
の
先
生
は
、「
そ
れ
は
大
変
！

時
間
が
な
い
よ
！
」
と
ば
か
り
に
、
し
ば
ら
く

止
め
て
い
た
ピ
ア
ノ
を
、
受
験
に
間
に
合
う
よ

う
に
と
、
休
日
も
返
上
で
レ
ッ
ス
ン
し
て
く
れ

ま
し
た
。
腰
に
ま
と
わ
り
つ
く
幼
い
我
が
子
を

諭
し
な
が
ら
、
聴
音
や
声
楽
、
楽
典
の
指
導
ま

で
も
熱
心
に
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
決
し
て

忘
れ
ま
せ
ん
。

社
会
人
と
な
り
、
教
師
と
し
て
悩
み
、
壁
に

突
き
当
た
る
こ
と
が
多
か
っ
た
私
の
、
今
と
な

っ
て
は
、
忘
れ
ら
れ
な
い
、
常
に
心
し
て
い
る

言
葉
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
先
輩
教
師
の
「
（
子

ど
も
た
ち
に
）
言
っ
て
い
る
こ
と
を
、（
あ
な
た

は
）
や
っ
て
い
る
の
か
？
」
で
す
。

ド
キ
ッ
と
し
ま
し
た
。
そ
の
先
生
は
自
ら
に

も
厳
し
く
、
し
か
し
愛
情
を
も
っ
て
日
々
の
教

育
を
実
践
し
て
い
る
人
で
し
た
。

こ
の
人
達
の
こ
と
を
思
い
浮
か
べ
る
時
、
ふ

っ
と
「
二
〇
四
五
年
問
題
」
が
頭
を
よ
ぎ
り
ま

す
。
い
っ
た
い
ど
ん
な
時
代
が
来
る
と
い
う
の

か
？
「
予
測
不
能
」
と
か
「
シ
ン
ギ
ュ
ラ
リ
テ

ィ
ー
」
だ
と
か
、
知
識
の
不
足
し
て
い
る
私
に

は
不
安
と
恐
怖
、
怒
り
さ
え
込
み
上
げ
て
く
る

言
葉
で
す
が
、
人
間
の
尊
厳
は
ど
こ
へ
？

「
Ａ
Ｉ
な
ん
ぞ
に
絶
対
で
き
な
い
こ
と
が
あ

る
！

人
間
に
し
か
で
き
な
い
こ
と
が
…
」
と

思
い
た
い
自
分
が
い
る
の
で
す
。

随

想

４
月
１
日

新
任
所
員
就
任

４
月
１３
日

研
修
講
座
講
師
委
嘱
状
交
付
式

講
座
内
容
研
究
協
議
会

４
月
１４
日

講
座
受
講
申
込
一
次
締
め
切
り

４
月
２７
日

パ
ソ
コ
ン
講
座
運
営
委
員
会
議

５
月
９
日

研
修
講
座
開
始

（
い
じ
め
・
不
登
校
）

６
月
１２
日

パ
ソ
コ
ン
講
座
開
始

（
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
入
門
）

７
月
３
日

セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
第
１２６
号
発
行

※

毎
週
火
曜
日

定
例
研
究
室
会
議

※

随
時

研
修
講
座
講
師
打
合
せ
会
議

セ

ン

タ

ー

日

誌

朝
日
小
学
校
で
は
、
主
体
的
に
考
え
、
と
も
に
学
び
合

う
子
ど
も
の
育
成
を
目
指
し
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ

の
視
点
を
取
り
入
れ
た
授
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

（
旭
川
市
立
朝
日
小
学
校
）
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研

修

講

座

寸
描

そ
の
１

委
嘱
状
交
付
式

委
嘱
状
交
付
式
、、

講
座
内
容
研
究
協
議

講
座
内
容
研
究
協
議
会会

四
月
十
三
日
、
三
十
六
講
座
の
講
師
八
十
五

名
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
今
年
度
の
研
修
講

座
の
講
師
委
嘱
状
交
付
式
及
び
講
座
内
容
研
究

協
議
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

上
川
教
育
局
、
旭
川
市
教
育
委
員
会
の
方
々

が
列
席
さ
れ
る
中
、
講
師
を
代
表
し
て
澤
井
陽

一
鷹
栖
小
学
校
長
が
セ
ン
タ
ー
組
合
赤
岡
昌
弘

教
育
長
か
ら
、
講
師
委
嘱
状
を
受
け
取
り
ま
し

た
。

そ
の
後
の
講
座
内
容
研
究
協
議
会
で
は
、
教

職
員
等
の
資
質
能
力
の
総
合
的
な
向
上
を
目
指

し
て
、
各
講
座
の
講
師
と
運
営
者
が
意
見
を
出

し
合
い
、
講
座
の
内
容
や
日
程
等
に
つ
い
て
話

合
い
を
行
い
ま
し
た
。

五
月
九
日
の
「
い
じ
め
・
不
登
校
」
研
修
講

座
を
皮
切
り
に
、
今
年
度
の
研
修
講
座
が
ス
タ

ー
ト
し
て
い
ま
す
。

講
座
の
様
子
か
ら

不
登
校
を
抱
え
る
子
ど
も
の
心
理
や
自
立
に

向
け
た
経
過
に
つ
い
て
、
実
例
を
交
え
な
が
ら

丁
寧
に
説
明
し
て
い
た
だ
け
ま
し
た
。「
子
ど

も
と
の
関
わ
り
方
」「
心
に
響
く
伝
え
方
」
は
、

不
登
校
を
抱
え
る
子
の
み
な
ら
ず
、
多
く
の
児

童
・
生
徒
と
向
き
合
う
指
針
と
な
り
ま
し
た
。

（
旭
川
市
立
愛
宕
小
学
校

中
谷

隆
）

２ 特別支援教育 ５/１０

深
町

友
祐

北
海
道
立
特
別
支
援

教
育
セ
ン
タ
ー
教
育
課

聴
覚
・
言
語
障
が
い
教
育
室

研
究
員

中
川

隆
（
日

章

小

教

諭
）

黒
滝

裕
子
（
北

鎮

小

教

諭
）

五
十
嵐

亨
（
愛

宕

中

教

諭
）

＝
講

師
＝

松
田

剛
（
臨
床
心
理
士
）

井
上

重
美
（
公
立
学
校
Ｓ
Ｃ
）

＝
講

師
＝

不
登
校
を
抱
え
る
子
ど
も
の
心
理
や
自
立
に

向
け
た
経
過
に
つ
い
て
、
実
例
を
交
え
な
が
ら

丁
寧
に
説
明
し
て
い
た
だ
け
ま
し
た
。「
子
ど

も
と
の
関
わ
り
方
」「
心
に
響
く
伝
え
方
」
は
、

不
登
校
を
抱
え
る
子
の
み
な
ら
ず
、
多
く
の
児

童
・
生
徒
と
向
き
合
う
指
針
と
な
り
ま
し
た
。

（
旭
川
市
立
愛
宕
小
学
校

中
谷

隆
）

特
別
支
援
教
育
の
動
向
か
ら
障
が
い
の
特
性

に
応
じ
た
工
夫
ま
で
、
わ
か
り
や
す
く
御
講
義

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
同
じ
よ
う
な
悩
み

を
抱
え
る
先
生
方
と
交
流
し
、
意
見
交
換
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
新
た
な
視
点
を
も
つ
こ
と
も
で

き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
音
威
子
府
村
立
音
威
子
府
小
学
校

大
竹

美
里
）

１ いじめ・不登校 ５/９
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中
筋

一
之
（
神
居
東
中

教
頭
）

中
村

正
樹
（
愛
宕
東
小

教
諭
）

宇
野

弘
恵
（
啓

明

小

教
諭
）

柳
澤

麻
弥
（
愛

宕

中

教
諭
）

＝
講

師
＝

学
級
経
営
に
つ
い
て
、
明
日
か
ら
実
践
で
き

る
内
容
ば
か
り
で
、
大
変
有
意
義
な
時
間
と
な

り
ま
し
た
。
特
に
「
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
褒
め

る
。」
と
い
う
お
話
に
深
く
共
感
し
、
自
校
に
戻

っ
て
早
速
実
践
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
南
富
良
野
町
立
南
富
良
野
中
学
校

荒
川

航
助
）

長期休業を利用して研修を深めませんか？
夏季休業中及び夏季休業直後の研修講座申込みを随時受け付けております。

受講を希望される場合は，研修センターへFAX（０１６６－２４－２５１２）でお申込みください。

備 考会 場研 修 講 座 名開 催 期 日

２日目 ９月５日（火）研修センター国語科指導①７月２７日（木）

研修センター幼小連携教育７月２７日（木）

２日目 ８月３１日（木）研修センター算数・数学科指導①７月２８日（金）

２日目 ９月４日（月）研修センター外国語科（英語）指導①７月２８日（金）

パソコン講座研修センター表計算入門（個別）７月３１日（月）

２日目 ９月６日（水）研修センター生徒指導①８月１日（火）

パソコン講座研修センター表計算活用①８月１日（火）

２日間日程研修センター学校事務実務８月１・２日（火・水）

２日目 ８月２９日（火）研修センター理科指導①８月２日（水）

パソコン講座研修センタータブレットＰＣ入門②８月２日（水）

２日目 ８月２９日（火）研修センター道徳教育①８月３日（木）

２日目 １０月６日（金）研修センター社会科指導①８月３日（木）

研修センター学校力向上対策８月４日（金）

２日目 １０月１２日（木）研修センター生活科・総合的な学習の時間①８月４日（金）

道研遠隔研修旭川東高等学校ミニ道研Ａ８月４日（金）

本紙６ページ参照大雪クリスタルホール教育講演会８月８日（火）

パソコン講座研修センタータブレットＰＣ活用①８月９日（水）

道研遠隔研修旭川東高等学校ミニ道研Ｂ８月１０日（木）

～夏季休業終了直後に開催予定の研修講座～
今年度は小学校の授業公開末広小ＩＣＴ活用８月２３日（水）

今年度は中学校の授業公開東明中技術・家庭科実技８月２３日（水）

今年度は小学校の授業公開近文小学級活動８月２４日（木）

朝日小／光陽中理科指導②８月２９日（火）

東栄小／旭川第２中道徳教育②８月２９日（火）

春光小／永山南中算数・数学科指導②８月３１日（木）

東陽中／啓明小外国語科（英語）指導②９月４日（月）

春光小／東光中国語科指導②９月５日（火）

広陵中／共栄小生徒指導②９月６日（水）

今年度は小学校の授業公開向陵小体育科実技９月６日（水）

今年度は小学校の授業公開永山小音楽科実技９月７日（木）

パソコン講座研修センタープレゼンテーション９月８日（金）

３ 学級経営 ５/１１
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▼

今，研究室では…

上川教育研修センター 第１７次研究スタート
本年度より，上川教育研修センター第１７次研究がスタートしました。第１６次研究の成果を生かしながら，

新学習指導要領を視野に入れ，「深い学びを実現する学習指導の在り方」について研究を行います。皆様から

多くの御意見をいただきながら研究を進めてまいります。６月と９月には研究員，９～１１月には研究協力校

３校による授業実践を行います。各校に御案内させていただきますので，多くの皆様の御参観をよろしくお

願いいたします。

研 究 主 題

深い学びを実現する学習指導の在り方
～各教科における主体的・対話的な学びを通して～

求める児童生徒像

各教科等において生きて働く「知識・技能」を習得し，未知の状況にも対応できる「思考力・判断力・

表現力等」を高めながら，「主体的に学習に取り組む態度」を身に付けた児童生徒

研 究 の 仮 説

目標と手立てが合致した単元の指導計画及び具体的な子どもの姿を見取る評価計画を作成するととも

に，自己の学習を見通し振り返る主体的な学びと，授業の本質に迫る対話的な学びを重視した本時の授業

展開を工夫することにより，児童生徒の深い学びを保障できるであろう。

研 究 内 容

【研究内容２】

本時の授業展開の工夫

（１）主体的な学び

①見通し

・学習課題の提示

・課題解決の方法や手順

②振り返り

・学びの成果

・解決の過程

（２）対話的な学び

①思考を広げる対話

・論点の明確化

・互いの考えの見える化

②確かな学びに向かう対話

・教科の特性に応じたまとめ

・思考の活性化

【研究内容１】

単元の指導計画・評価計画の作成

（１）指導計画

①指導内容の分析

・学習指導要領

・指導事項の吟味

（系統・教科の特性・教育資源等）

②目標の明確化

・目標と手立て（課題・まとめ等）の整合

（２）評価計画

①評価規準の設定

・記録に残す評価

・指導に生かす評価

②見取りの具体化

・場面と方法

・具体的な子どもの姿

学び の基学び の基 盤盤

支持的風土の醸成 教室環境の整備 学習規律の確立
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一

研
究
の
重
点

考
え
を
広
げ
・
深
め
ら
れ
る
子
を
目
指
し
て
、
教
材
の
工
夫

や
児
童
同
士
の
学
び
あ
う
場
面
の
設
定
を
通
し
て
、
思
考
・
判

断
す
る
場
の
構
成
と
工
夫
に
よ
り
児
童
の
育
成
を
図
る
。

二

研
究
の
内
容

①
思
考
の
種
類
を
明
確
に
し
、
教
材
の
特
性
に
マ
ッ
チ
さ

せ
る
工
夫

・
解
決
す
べ
き
事
象
や
教
材
に
マ
ッ
チ
し
た
思
考
場
面

や
思
考
の
補
助
と
な
る
教
材
の
工
夫

・
判
断
す
る
の
に
用
い
る
資
料
や
材
料
の
提
示
や
選
択

性
の
工
夫

・
他
の
考
え
や
判
断
材
料
等
を
比
較
、
同
定
な
ど
す
る

ス
キ
ル
の
指
導

②
子
ど
も
に
と
っ
て
学
び
合
う
楽
し
み
が
あ
る
場
面
の
工
夫

・
い
く
つ
か
の
考
え
を
融
合
し
た
り
、
仲
間
分
け
し
た

り
す
る
場
の
工
夫

等

三

研
究
の
計
画

４
・
５
月

研
究
内
容
・
計
画
の
共
通
理
解

６
・
７
月

ブ
ロ
ッ
ク
研

指
導
案
検
討

校
内
授
業

研
・
事
後
研
究
協
議

８
・
９
月

ブ
ロ
ッ
ク
研
及
び
全
校
研

指
導
案
検
討
・

事
後
研
究
協
議

１０
月

全
校
研

事
後
研
究
協
議
・
各
ブ
ロ
ッ
ク
の

ま
と
め

１１
・
１１

１２
月

全
校
研

事
後
研
究
協
議
・
ま
と
め

１
・
２
月

成
果
と
課
題

次
年
度
の
方
向
性
に
つ
い
て

旭
川
市
立
西
御
料
地
小
学
校

（
研
究
主
題
）

「
進
ん
で

伝
え
合
い

学
び
あ
う

子
ど
も
の
育
成
」

～
確
か
な

話
す
力
、
聞
く
力
の
育
成
＆
思
考
力
・

判
断
力
の
向
上
を
目
指
す
指
導
（
国
語
科
・
算
数
科
）～

一

研
究
の
重
点

外
国
語
活
動
を
通
し
て
、
交
流
場
面
に
お
け
る
学
習
形

態
の
工
夫
、
必
然
性
の
あ
る
課
題
、
問
題
の
設
定
、
話
合

い
の
評
価
の
場
の
設
定
に
よ
り
「
場
面
に
応
じ
て
適
切
に

思
い
を
伝
え
合
う
」
子
ど
も
を
育
成
す
る
。

二

研
究
の
内
容

①
必
然
性
の
あ
る
課
題
・
問
題
の
設
定

②
交
流
場
面
で
の
学
習
形
態
の
工
夫

③
話
合
い
の
評
価
の
場
の
設
定

三

研
究
の
計
画

４
・
５
月

研
究
計
画
の
共
通
理
解
・
実
技
研
修

６
～
８
月

研
究
内
容
の
共
通
理
解

ブ
ロ
ッ
ク
研
（
指
導
案
検
討
）

９
・
１０
月

全
校
研
（
指
導
案
検
討
）

１１
月

全
校
研

事
後
研
究
協
議

１２
月

成
果
と
課
題

次
年
度
の
方
向
性
に
つ
い
て

東
川
町
立
東
川
小
学
校

（
研
究
主
題
）

「
場
面
に
応
じ
て
適
切
に
思
い
を
伝
え
合
う
子
ど
も
の
育
成
」

～
生
き
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の

育
成
を
目
指
す
指
導
に
つ
い
て
～

旭
川
市
立
北
門
中
学
校

（
研
究
主
題
）

「
主
体
的
に
判
断
し
、
正
し
く
行
動
で
き
る
生
徒
の
育
成
」

～
す
べ
て
の
教
科
・
道
徳
の
授
業
を
通
し
て
～

一

研
究
の
重
点

道
徳
の
時
間
を
軸
と
し
、
教
育
活
動
全
体
を
通
し
て
子

ど
も
た
ち
の
変
容
を
見
つ
め
、
道
徳
性
を
高
め
る
指
導
の

在
り
方
を
研
究
す
る
。

ま
た
、
小
中
連
携
の
視
点
か
ら
、「
そ
ろ
え
る
活
動
」
を

す
べ
て
の
授
業
で
実
践
し
、「
見
通
す
」「
振
り
返
る
」
活

動
に
よ
り
生
徒
の
学
力
向
上
を
目
指
す
。

二

研
究
の
内
容

道

徳
…
考
え
、
議
論
す
る
道
徳
の
授
業
づ
く
り
及
び

学
習
会

学
習
指
導
…
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
視
点
か
ら
、
生

徒
の
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
を

意
識
し
た
授
業
実
践
及
び
授
業
研
究
交
流

三

研
究
の
計
画

５
月

研
究
内
容
・
研
究
方
法
・
研
究
計
画
確
認

７
・
８
月

教
科
部
会
に
よ
る
研
究
授
業
の
構
想
づ
く
り

全
校
授
業
研
（
道
徳
）
の
指
導
案
検
討

９
月
２２
日

研
修
セ
ン
タ
ー
研
究
協
力
校
授
業
実
践

１０
月
１０

１９
日

全
校
授
業
研

９
～
１２
月

教
科
部
会
に
よ
る
研
究
授
業

２
月

研
究
の
ま
と
め

次
年
度
に
向
け
て

平成２９年度「研究協力校の紹介」
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研修センターのＷｅｂサイトを御利用ください！

http:/kami-cen.hs.plala.or.jp/

今年度の講座一覧や要項・申込書等がダウンロードできます。また，過去

に開催された講座の様子やセンターだよりのバックナンバーを見ることもで

きます。さらに，センターで所蔵している資料を見ることができるので，お

探しの資料があれば貸出することもできます。

ぜひ，御活用ください｡
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平成２８年度受講後アンケートの集計結果 ～御協力ありがとうございました～

当研修センターでは，研修講座の受講後２～３か月をめどに御回答いただく「受講後アンケート」を実施しております。お忙

しい中にもかかわらず御協力をいただきまして，ありがとうございました。昨年度の結果をまとめましたので，お知らせいたし

ます。

設問１ 研修終了後，児童生徒や同僚教職員，他の学校の教職員等に研修成果の発信することができましたか。

「出前講座」を御活用ください！
教科指導をはじめ，生徒指導・特別支援

教育・今日的な教育課題・パソコン実技・

各種実技指導など，各学校の校内研修や教

育研究団体の様々なニーズに合わせて，選

りすぐりの講師を派遣しています。ぜひ，

御活用ください。

申込は，随時受付けております。「研修

講座開催要項」Ｐ３２に掲載しております

「出前講座申込書」に必要事項を御記入の

上，直接当センターへＦＡＸで送付してく

ださい。

講座内容例

学力向上，道徳教育，幼小連携，小中連携，キャリア教育など今日的な教育課題

指導計画，評価，言語活動等，校内研究にかかわる事項など教科等指導（国，算等）

様々なアクティビティ，ＡＬＴとの効果的な指導の在り方など小学校外国語活動

合唱（音楽），毛筆（書写），器械運動（体育）など各種実技指導

教育相談，構成的グループエンカウンター，ピアサポートなど生徒指導

各種発達障害の理解，個別の支援計画，交流および共同学習など特別支援教育

表計算，画像処理，プレゼン，タブレットＰＣの活用などパソコン実技

本年度も「受講後アンケート」を実施いたします。受講後

２～３か月をめどに，当研修センターＷｅｂサイト上で，御回

答ください。パソコンはもちろん，タブレットや携帯端末から

も御回答いただけます。

今年度も御協力をよろしくお願いいたします。

設問２ 研修終了後，自校や校外研修会等で，研修内容を活用し，自己の指導内容や方法の工夫改善ができましたか。

設問３ 研修内容を広げたり活用したりした結果，児童生徒や対象の教職員に効果や変容が見られましたか。

平成２８年度も，６割～７割の受講者に，研修の成

果を日常の教育実践に生かしたり，自校の教職員へ

情報を発信したりしていただいたことがわかりまし

た。

今後も，研修の成果が受講者はもちろん広く教育

現場に生かされるような講座をめざして一層努力し

てまいります。

「十分にできた」「ほぼできた」を合わせると，お

よそ８割の受講者から自己の指導内容や方法の工夫

改善ができたという回答をいただきました。

授業形態や学習過程の工夫，児童の主体的な活動

を促す指導など，具体的な工夫や改善策の記述が多

数見られました。今後も日常の実践にすぐに生かす

ことができる講座内容となるよう努めてまいります。

教職員間での共通理解の下，児童生徒の興味関心

や学習意欲の向上につながった，校内研修や授業改

善の一助となった，という内容の記述が見られまし

た。今後も自他の効果的なかかわりを見いだすこと

ができる講座内容となるよう努めてまいります。

およそ３割の受講者から「あまり見られなかった」

「ほとんど見られなかった」という回答をいただきま

した。

「変容を見るには，もう少し時間が必要」「情報の

発信のみで，具体的な活動ができなかった」など，

今後の継続的な取組に期待する記述が多く見られま

した。
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人
事
短
信

平
成
二
十
九
年
度
就
任
・
退
任
研
修
セ
ン
タ
ー
所
員
を
紹
介
し
ま
す
。

退

任

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

・
前
所
長

小

谷

要

次

・
前
指
導
員

村

田

靖

彦

（
旭
川
市
立
愛
宕
中
）

・
前
指
導
員

佐
々
木

玲

（
旭
川
市
立
北
光
小
）

・
前
研
究
員

小
田
島

充

彦

（
当
麻
町
立
当
麻
小
）

・
前
研
究
員

竹

中

一

三

（
旭
川
市
立
永
山
西
小
）

○
研
修
セ
ン
タ
ー
所
員

所

長

奥
山
ゆ
み
子

副

所

長

佐
藤

保

事

務

部

長

佐
藤
美
恵
子

事

務

係

小
林

晴
美

事

務

係

笹
谷

青
子

指

導

員

増
子

淳
一
（
東
町
小
）

指

導

員

三
上

大
輔
（
神
楽
小
）

指

導

員

佐
藤

徳
嗣
（
緑
が
丘
中
）

指

導

員

伊
藤

健
治
（
西
神
楽
中
）

研
究
事
業
部
長

石
ケ
森
孝
順
（
日
章
小
）

研

究

員

川
村

貴
弘
（
神
居
東
小
）

研

究

員

齊
藤

悦
代
（
鷹
栖
中
）

研

究

員

馬
場

大
輔
（
大
有
小
）

研

究

員

遠
藤

聡
志
（
永
山
中
）

研

究

員

望
月

俊
綱
（
北
光
小
）

研

究

員

田
村

仁
（
比
布
町
・
中
央
小

）

発
行
日

平
成
二
十
九
年
七
月
三
日

発

行

上
川
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー

〒
〇
七
〇
―
〇
〇
三
六

旭
川
市
六
条
通
四
丁
目

電
話（
〇
一
六
六
）二
四
―

二
五
〇
一

責
任
者

奥

山

ゆ
み
子

印
刷
所

有
限
会
社
岡
本
印
刷

※
こ
の
用
紙
は
再
生
紙
（
古
紙
７０
％
）
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

授
業
前
の
期
待
に
満
ち
た
子
ど
も
た
ち

の
表
情
が
曇
る
こ
と
な
く
、
授
業
中
の
真

剣
な
眼
差
し
、
そ
し
て
、
授
業
後
の
充
実

し
た
表
情
に
変
わ
る
。
そ
の
よ
う
な
算

数
・
数
学
の
授
業
を
見
さ
せ
て
い
た
だ
く

機
会
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

が
生
き
生
き
と
学
ぶ
姿
の
裏
に
は
、
当

然
、
先
生
方
の
御
努
力
が
あ
り
、
頭
の
下

が
る
思
い
で
す
。
今
回
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
く
の
は
、
あ
る
中
学
校
の
二
年
生
「
一

次
関
数
」
の
授
業
で
、
授
業
前
の
子
ど
も

の
表
情
は
お
世
辞
に
も
よ
い
と
は
言
え

ず
、
参
観
す
る
先
生
方
が
教
室
に
い
て

も
、
物
怖
じ
し
な
い
子
ど
も
た
ち
が
思
い

思
い
に
行
動
し
て
い
る
、
そ
ん
な
子
ど
も

た
ち
と
の
出
会
い
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

授
業
が
始
ま
る
と
す
ぐ
に
、
先
生
は
問

題
を
板
書
し
ま
す
。
基
本
料
金
三
千
五
百

円
で
一
分
毎
の
通
話
料
が
三
十
円
の
Ａ

社
、
基
本
料
金
二
千
円
で
一
分
毎
の
通
話

料
が
四
十
円
の
Ｂ
社
と
い
う
情
報
を
表
に

示
し
、「
ど
ち
ら
の
携
帯
電
話
会
社
が
お

得
か
。」
と
問
い
か
け
、
補
足
説
明
し
な
が

ら
問
題
を
把
握
さ
せ
る
と
、
徐
々
に
子
ど

も
た
ち
の
注
目
が
先
生
に
集
ま
り
ま
す
。

最
初
は
携
帯
電
話
に
反
応
し
て
い
た
子
ど

も
た
ち
が
、
あ
っ
と
い
う
間
に
数
学
の
世

界
に
引
き
込
ま
れ
、「
通
話
時
間
と
料
金

の
関
係
を
調
べ
よ
う
」
と
い
う
課
題
か
ら

個
人
で
考
え
る
頃
に
は
、
ほ
ぼ
全
員
が

表
、
式
、
グ
ラ
フ
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え

で
解
決
に
向
か
っ
て
い
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
が
全
員
で
解
決
を
図
る
場

面
で
は
、
表
、
式
、
グ
ラ
フ
の
考
え
に
つ

い
て
理
解
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の

考
え
の
よ
さ
や
関
係
性
に
つ
い
て
、
先
生

と
の
や
り
と
り
を
通
し
て
理
解
を
深
め
て

い
ま
し
た
。
関
数
が
苦
手
な
子
ど
も
は
、

そ
の
多
く
が
表
、
式
、
グ
ラ
フ
を
相
互
に

関
連
付
け
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
単
元
を
通
し
て
、
本
時
の
よ
う
に
関

係
性
を
重
視
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と

実
感
し
ま
し
た
。

授
業
後
の
子
ど
も
た
ち
は
、
一
見
す
る

と
授
業
前
と
同
じ
姿
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
授
業
終
了
の
挨
拶
時
の
満
足
そ
う
な

子
ど
も
や
先
生
の
姿
か
ら
、
一
時
間
の
授

業
で
成
長
し
た
子
ど
も
た
ち
を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

心
に
残
る
授
業

そ
の
75

副
所
長

佐
藤

保

管
内
教
育
の
発
展
の
た
め

積
極
的
に
活
用
さ
れ
る
研
修

セ
ン
タ
ー
と
な
る
よ
う
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

指
導
員
（
緑
が
丘
中
）
佐
藤

徳
嗣

研
修
講
座
や
出
前
講
座

が
、
皆
様
に
と
っ
て
有
意
義

な
講
座
と
な
る
よ
う
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

指
導
員
（
西
神
楽
中
）
伊
藤

健
治

微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、
精
一
杯
、
有
意
義
な
講

座
に
な
る
よ
う
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

研
究
員
（
北
光
小
）

望
月

俊
綱

管
内
の
各
学
校
や
先
生
方

に
活
用
し
て
い
た
だ
け
る
研

究
を
目
指
し
、
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

研
究
員
（
比
布
町
・
中
央
小

）
田
村

仁

上
川
管
内
の
皆
様
に
御
活

用
い
た
だ
け
る
研
究
を
目
指

し
、
精
進
い
た
し
ま
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

新

任

旭
川
市
教
育
委
員
会

教
育
指
導
課
主
査

常

盤

慎

一
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